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分野：基礎病態学

担当

　ヒトの健康を障害する、環境および常在真
菌の管理について学ぶとともに、実験と実
地演習を通してヒト並びに環境検体を用い
た真菌検査とその解釈法を学ぶ。

到
達
目
標

　ヒトの健康を障害する、環境および常在真
菌について説明できる。医真菌学研究に必
要な文献の検索を適正に遂行し、必要な情
報を得ることができる。検索等によって得ら
れたデータを客観的に正しく解釈し、適切
な考察を加える事ができる。

　人工的有人閉鎖施設をはじめとしたヒト生
活環境において問題となりうる、環境および
常在真菌の管理法（検出、診断、同定、除
菌、治療、予防等）について説明できる。院
内環境等の人工的有人施設をフィールドと
し、医学・医療に寄与できる技術開発を立
案できる。

　研究内容を論文ならびに口頭で発表する
ことができる。研究グループの一員として主
導的役割を果たし、後進の指導を行うことが
できる。
真菌による健康事象に対するコンサルテー
ションに対応できる。

事
前
事
後
学
修

１）指定した文献・論文を読み、必要な議論
が可能となるように準備しておくこと。
２）必要な調査または実験データを結果とし
てまとめ、考察しておくこと。
３）以上について、プレゼンテーションを準
備しておくこと。
1回の授業あたり予復習各2時間が必要。

１）指定した文献・論文を読み、必要な議論
が可能となるように準備しておくこと。
２）必要な調査または実験データを結果とし
てまとめ、考察しておくこと。
３）以上について、プレゼンテーションを準
備しておくこと。
1回の授業あたり予復習各2時間が必要。

１）指定した文献・論文を読み、必要な議論
が可能となるように準備しておくこと。
２）必要な調査または実験データを結果とし
てまとめ、考察しておくこと。
３）以上について、プレゼンテーションを準
備しておくこと。
1回の授業あたり予復習各2時間が必要。

評
価
方
法

単位 配当年次４単位

受講態度 20％
（発表、課題提出、リアクションペーパー）
 レポート 80％

受講態度 20％
（発表、課題提出、リアクションペーパー）
 レポート 80％

配当年次１年・通年 ２年・通年 ４単位 配当年次

受講態度 20％
（発表、課題提出、リアクションペーパー）
 レポート 80％

３年・通年単位

　環境および常在真菌による健康障害やそ
の管理に関する基礎的および応用的実験
技術を習得すると共に、臨床的・社会医学
的に必要となる診断、治療および予防法を
学ぶ。
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（講義・実習含む）

（医真菌）
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医真菌学

概
　
　
　
　
要

　医真菌学的研究の基礎となる、病原真菌
の基本的分類、生理・生化学、および分子
生物学を学ぶ。また併せて、病原真菌によ
るヒト健康障害の概要を学ぶ。
　実習としては、主要ヒト病原真菌の培養・
同定等検査手法を習得する。

板
橋
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石岡　憲明　　　(AMR寄附講座・特任教授)
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教科書・参考書

月 曜日 13 ： 00 ～ 14

医真菌学演習Ⅰ 医真菌学演習Ⅰ

： 00：

医真菌学Ⅰ　（１年次）

関
連
科
目

感染症学系、微生物学系、皮膚科学、内科学系、生理学系、人体病理学・病理診断学など関連領域を1科目以上、3か
月コースまたは講義・演習コースにて履修する。

共通科目

板
橋

月 曜日 10

医真菌学演習Ⅰ

～ 14 ： 00

医真菌学特論Ⅰ 医真菌学特論Ⅰ 医真菌学特論Ⅰ

： 0000 水 曜日 13

水 ： 00 ～ 12曜日 1000 ～ 12 ： 00：

講義内で紹介

キャリアパス（モデルコース）

副科目

関連する専門医資格

①医真菌学専門医（日本医真菌学会）
②インフェクション・コントロール・ドクター（ICD;]感染症関連学会）
その他

その他履修上の注意事項

試験やレポート等に対し、講義の中での解説等のフィードバックを行う。この科目と学位授与方針との関連をカリキュラムマップを参照し
理解すること。
尚、本科目は、2011年開講以来「宇宙環境医学」として、主に板橋キャンパスにおける医真菌学研究を担って来たが、研究課題を明確
にする目的により、2018年度より医真菌研究を主とする本体を板橋キャンパスにおける「医真菌学」へ改組し、医真菌学に関連しない宇
宙環境医学領域の研究・教育は、「宇宙環境医学」が担当することとなった。

感染症学特論（北沢貴利病院教授）、宇宙環境医学（槇村浩一教授）
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■主な演習（講義・実習含む）
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■助手・助教 修練性 等研究に従事

※社会人枠のキャリアパスについては各講座にお問い合わせください。
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